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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
＜連絡事項＞

· 学術発表会の詳細についてWIZの掲示板を各自確認すること。

· 病棟で疥癬疑い及び疥癬患者様が見られる為、手洗い・消毒を徹底すること。

· 職員各自のトリゾンラブ詰め替え頻度が少なくなってきている。トリゾンラブはこまめに使用するように心掛けること。

· 「文化の日」を季語にした俳句を、10月24日まで作成すること。（山口・小田・月舘）

· 我満奈津紀様のミーティングを10月27日（木）10:15～11:00青山荘交流室で開催する。 
＜外来情報＞

・横町　浩様～不整脈と高血圧の為、荻生内科受診し内服薬処方されたとのこと。「時折、吐気と頭が
ぼーっとしている」と話される。

・田名部　一樹様～「風邪気味で熱はないが咳が出る」と話す。定期薬としてセンナリド処方されて
いたが、本人様より下剤の量が多いとの話されており、服薬調整している。定期薬としてセンナリド１錠、臨時薬としてセンナリド２錠処方されている。

・関　秀治様～風邪気味であるとのことで、咳・鼻汁・咽頭痛の訴え聞かれる。風邪薬５日分処方されている。「体を動かすデイのプログラムが好き」と話されている。

・田澤　勝敏様～明日で風邪薬飲み切りとなる為、鹿内内科受診予定とのこと。「病院代がかかりお金
がない」と話されている。

・川口　律子様～風邪気味であると話されており、風邪薬５日分処方されている。

※猪股Dｒが学会に出かける為、来週の金曜日の問診は木曜日に変更となる。

＜利用者様情報＞

・中村　鶴子様～「以前見学にいらした井端光湖様のお姉様が知り合いで、自分がここに居るのは少
しうつ病でここに来ている事にしてほしい。スタッフから他メンバーにもそのように伝えてほしい。」と話される。スタッフから井端光湖様が再び来てから対応する事を伝えている。

・佐藤　朗子様～11月18日（金）に面談希望されている。摩尼対応予定。

・秋山　和子様～昨日、来所時より、昼食後帰宅したいとの訴え聞かれるが、理由を問うても答えず。昼食後スタッフを替えては帰宅要求見られており、再度理由を問うている。一昨日牛乳を買いに行ったが売り切れていた為、買いに行きたいと話される。その後、「お母さんが寝たきりみたいになってる。妹が時々家に手伝いに来てくれてる。朝ご飯は牛乳だけ。最近、お母さんが洗濯機の使い方教えてくれた。もしかしたら引越すかもしれないんだって」と、断片的な話をされている。話の途中より泣いておられ、「悔しい。皆親がいるのに私だけいない。複式学級でアカイ先生が何も教えてくれなかったから何も分からない。お母さんより先に死にたい」との話が聞かれている。何かあった際にはスタッフに相談して欲しい事、いつでも話を聞く事を説明している。母様に事実関係の確認をしたいことを話すと、本人様了解されている。電話にて確認する予定としている。

＜就労前準備段階プログラム＞

参加メンバー：中村　与一郎様、佐藤　朗子様、巴　勇樹様

内　　　　容：宿題の作文「自分はどんな人か」を発表する

参加者の様子：

・中村　与一郎様～就労プログラム前に、スタッフに作文の書き方について確認し、自発的に文章を書き直されている。内容は「良い時は良いが、さぼる時はさぼっている」と曖昧な言葉で表現している。病気については「調子を崩す時は、小人がみえたりします。」「人付き合いがストレスになるときがあります。」と話されている。

・佐藤　朗子様～自分ってどんな人？の作文では「あまりお金がないのに、高いものを買ってしまう。人と話す時、緊張してしまう。良い所は知的好奇心が旺盛なところ」と話している。病気については、「病状が悪い時は、幻聴が聞こえたりした。しかし今は薬を飲んでいるから大丈夫」と話される。今困っている病状は？というスタッフの質問に対して、「病気で困っていることはありません。」と答える。スタッフより、人と話すのが面倒くさい、緊張する、適切な現実検討ができない等ありませんか？と伺うと「話す時緊張するかも」と話されている。

　　巴　勇樹様～前回作文を宿題にした時、１行で書いていたが今回は３行で書いている。

　　　　　　　「自分の良い所は、素直なところです」と話している。スタッフより、もう少し

量を増やす事を助言している。

